
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●出席委員会報告出席率向上にご協力を！       

出席報告 第２７５８例会 第 2756回(6/3)訂正 

会員数 ３６（32）人 ３６（32）人 

出席数 １９（17）人 ２４（23）人 

出席率 ５５．８８％ ７２．７３％ 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

6/25(木) 

夜間例会 サンデイズイン鹿児島 東南 
6/30(火) 

会長幹事任期満了挨拶 サンロイヤル 

北 会長幹事任期満了挨拶 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 ★クラブ定款休会 東急 REI ホテル 

サ ザン 会長幹事任期を終えて 東急 REI ホテル 西 
7/1(水) 

クラブ協議会 ドルフィンホール 

鹿 児 島 6/26(金) 最終例会ミニコンサート ドルフィンホール 西南 会長幹事挨拶 ゆ う づ き 

中 央 6/29(月) ★会長幹事慰労会 18：30 ドルフィンホール     

 

●今後の予定 

7/1（水） 第 1 回クラブ協議会（方針発表） 

7/8（水） 
第 2 回クラブ協議会 

（決算報告・予算説明） 

7/15（水） 
外部卓話 杵屋弥佶様（長唄三味線杵

屋流・弥佶派三代目家元） 

 

 

薩摩藩英国留学生が築いた日本の黎明 

 いちき串木野市 観光交流課 主任 奥ノ園 陽介 

江戸時代末期の薩摩藩では、薩英戦争を契機に、外国から様々な技術や知識を学び、その成果を 

取り入れながら、積極的な近代化政策を推進しようという気運が高まり、開成所を中心とした薩摩 

藩士らを密かに英国に留学させるという藩の方針が決定されました。 

そして、１８６５年（元治２年）４月１７日、英国留学の密命を受けた１９名の若き薩摩藩士は 

甑島・大島の視察と称し、貿易商トーマス・グラバーが手配した蒸気船オースタライエン号で密か 

に羽島から英国へと旅立ちました。 

「薩摩スチューデント」と呼ばれた彼らは、広く世界を見聞し、帰国後は明治維新の原動力として活躍し、産業、教育、

外交など様々な分野で日本の近代化に貢献しました。 

そうしたことから、鎖国の最中、国禁を犯しながらも決死の思いで旅立った羽島は近代日本の夜明けとして記念すべき「黎

明の地」と言えるのです。 

 地元の羽島史跡顕彰会は、薩摩スチューデントの勇気や功績を称え語り継ぐために、平成元年から毎年４月１７日に近い

日曜日に「黎明祭」を開催しており、 地域一体となって「黎明の精神」の伝承に努めています。 

 しかしながら「黎明の地」は歴史的に重要な価値があるにもかかわらず、これまで留学生の顕彰碑等しかありませんでし

た。このような中、薩摩スチューデントの史実や彼らが旅立った「黎明の地」を多くの方に知らしめることができる施設の

整備が望まれていました。 

そして、平成２２年に歴史的功績を知らしめることができるとともに交流人口の拡大に寄与し、観光振興にも役立つ施設

を、薩摩スチューデント１５０周年を迎える平成２７年までに整備する基本計画が策定されました。 

 薩摩スチューデントの功績を全国に発信しようと平成 26 年７月に開館したのが「薩摩藩英国留学生記念館」です。派遣

の経緯から羽島滞在のエピソード、英国への船旅やその後の活躍について紹介する展示室があり、事前予約で館内ガイドに

解説を依頼すると、隠れたエピソードを聞くことができます。その他にも書斎をイメージしたライブラリーや羽島の素材に

こだわったランチやスイーツが楽しる「QUEEN‘S CAFÉ」もお勧めです。  

また、記念館の魅力は立地や建造物にもあります。風光明媚な海岸に「留学生だったらどんな建物を造るだろうか」と思

いを馳せながら建てられました。外観は赤レンガに和瓦といった風情溢れる薩摩式洋館。桜島の火山灰を再利用した煉瓦や

溶結凝灰岩、漆喰など高い質感を保つ良い素材を厳選して使用しており、建築に注目して見るのも面白いかもしれません。

２Fデッキは薩摩スチューデントが乗った機帆船をイメージし、木製マストやチーク材の床が当時の船旅を演出しています。

記念館のオリジナルグッズや薩摩の伝統的な工芸品などを揃えたミュージアムショップも魅力的で、記念館を堪能した後

は、電動アシスト付き自転車（５台完備）で羽島崎神社や東シナ海が一望できるサンセットパーク等の羽島の見どころを散

策することもできます。 

 現在、日本人は、国内で満足しようとする内向きの傾向があるといわれ、国際社会で活躍できる人材の減少が危惧されて

います。激動の混乱期、命を懸けて遥か遠い異国へ赴いた留学生達の抱いた勇気や希望、開拓者魂から学び得ることは多い

はずです。 

そして、今年は薩摩スチューデントが旅立ってから１５０周年という記念すべき年です。 

今こそ、近代日本の礎を興した鹿児島県の誇りである薩摩藩英国留学生の偉業を日本全国へ発信していく必要があると考

えております。 

150 年前の彼らの偉業や生き様を紐解くことで、これからの未来を担い、生き抜く若者たちに必要なものを感じ得ること

ができるものと考えます。 

 

 

 


